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阪
線
の
電
車
で
昼
過
ぎ
に
当
麻
寺

駅
着
。
門
前
の
仕
出
し
屋
「
朝
日

亭
」
で
お
酒
付
き
の
昼
食
。
当
麻

阪
線
の
電
車
で
昼
過
ぎ
に
当
麻
寺

駅
着
。
門
前
の
仕
出
し
屋
「
朝
日

亭
」
で
お
酒
付
き
の
昼
食
。
当
麻

寺
の
建
立
は
推
古
天
皇
20
（
６

１
６
）
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

宗
派
は
高
野
山
真
言
宗
、
浄
土
宗

で
、
本
尊
は
当
麻
曼
荼
羅
。
開
基

は
聖
徳
太
子
の
異
母
弟
・
麻
呂
古

王
と
さ
れ
て
い
る
が
、
不
明
な
点

が
多
い
。
奈
良
時
代
￤
平
安
時
代

初
期
建
立
の
三
重
塔
（
東
塔
・
西

塔
）
の
２
基
は
い
ず
れ
も
国
宝
で

あ
る
。
他
に
曼
荼
羅
堂
（
本
堂
）

や
塑
像
弥
勒
仏
坐
像
、
当
麻
曼
荼

羅
厨
子
、
根
本
曼
荼
羅
、
梵
鐘
、

倶
利
伽
羅
も
国
宝
で
あ
る
。
重
文

の
講
堂
を
覗
い
た
ら
、
僧
侶
が
「
先

日
こ
こ
に
も
油
様
の
液
体
が
撒
か

れ
た
」
と
い
う
。
早
速
、
許
可
を

得
て
写
真
を
撮
っ
た
。
犯
人
は
米

国
に
住
む
日
本
国
籍
の
男
（
52
）

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
許
し
が
た

い
行
為
だ
。

　
奈
良
県
吉
野
町
・
吉
野
山
中
千

本
公
園
の
湯
本
「
宝
の
家
」
で
寛

い
だ
。
翌
日
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
最
初
に
世
界

遺
産
の
南
朝
皇
居
・
吉
水
神
社
を

訪
ね
た
。
数
年
前
、
桜
の
時
期
に

行
っ
た
時
は
、
車
、
車
で
ご
っ
た

返
し
て
い
た
が
、
今
回
は
雨
模
様

の
中
な
の
で
、
他
に
観
光
客
も
な

く
静
か
に
拝
観
で
き
た
。
吉
水
神

社
は
元
々
吉
水
院
と
い
い
、
吉
野

山
を
統
率
す
る
修
験
宗
の
僧
坊
で

あ
っ
た
。
明
治
時
代
初
期
に
神
仏

分
離
が
行
な
わ
れ
、
こ
こ
が
後
醍

醐
天
皇
の
南
朝
皇
居
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
明
治
８
年
「
吉
水
神
社
」

と
改
め
ら
れ
た
。
第
96
代
後
醍

醐
天
皇
を
祭
神
と
し
、
忠
臣
の
楠

木
正
成
、
吉
水
院
宗
信
法
印
を
合

祀
し
て
い
る
。
日
本
住
宅
の
源
流

を
な
す
日
本
最
古
の
書
院
建
築
で
、

ユ
ネ
ス
コ
か
ら
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。
源
義
経
潜
居
の
間

は
室
町
初
期
の
改
築
、
ま
た
、
豊

臣
秀
吉
が
修
理
し
た
後
醍
醐
天
皇

玉
座
の
間
は
室
町
時
代
の
特
徴
を

残
し
て
い
る
。
元
吉
水
院
は
お
よ

そ
１
３
０
０
年
前
、
役
行
者
が
創

立
し
た
と
か
で
、
奥
の
部
屋
に
鬼

を
従
え
た
役
行
者
の
像
が
祀
ら
れ

て
い
た
。
境
内
に
拉
致
問
題
で
苦

労
さ
れ
て
い
る
横
田
滋
・
早
紀
江

夫
妻
が
奉
献
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇

の
歌
碑
「
こ
こ
に
て
も
　
雲
居
の

桜
　
咲
き
に
け
り
　
た
だ
か
り
そ

め
の
宿
と
思
ふ
に
」
が
目
に
付
い

た
。

　
次
は
修
験
道
の
聖
地
・
金
峯
山

寺
。
こ
こ
も
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
お
り
、
本
堂
で
あ
る
蔵
王
堂

は
国
宝
で
本
尊
蔵
王
権
現
三
体
の

他
、
多
く
の
仏
像
を
安
置
し
て
い

る
。
仁
王
門
も
国
宝
で
、
重
層
入

母
屋
造
り
棟
の
高
さ
20
・
３
ｍ

は
日
本
屈
指
の
山
門
で
あ
る
。
こ

こ
は
「
金
峯
山
千
日
回
峯
行
」
の

行
場
で
、
こ
れ
ま
で
に
２
名
が
達

成
し
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
近
鉄
特
急
で
大
阪
へ

向
か
っ
た
が
、
最
後
尾
の
車
両
に

喫
煙
室
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
Ｊ

Ｒ
に
は
無
い
発
想
で
、
外
国
か
ら

の
観
光
客
を
増
や
し
た
い
な
ら
、

こ
れ
位
の
配
慮
は
当
然
だ
と
思
う
。

２
月
に
乗
っ
た
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー

マ
￤
ナ
ポ
リ
間
の
新
幹
線
「
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｏ
」
で
も
、
発
着
駅
い
ず
れ

に
も
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
灰
皿
が

備
え
ら
れ
て
い
た
。
日
本
の
空
港

や
中
央
駅
な
ど
は
や
っ
と
着
い
た

と
思
っ
て
も
、
外
に
出
る
と
「
こ

こ
は
禁
煙
地
区
で
す
」
と
掲
示
が

あ
る
。
煙
草
好
き
の
心
理
を
読
み

切
っ
て
吸
わ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

な
ん
て
、
観
光
立
国
の
す
る
こ
と

で
は
無
い
と
思
う
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
の
「
と
く
し
ま
i
」

と
い
う
番
組
の
中
で
、
高
山
大
吾

ア
ナ
が
「
野
菜
の
醍
醐
味
」
と
い

う
企
画
を
放
映
し
て
い
る
。
美
馬

市
脇
町
・
ナ
カ
ガ
ワ
・
ア
ド
（
株
）

の
小
川
貴
士
さ
ん
か
ら
話
が
あ
り
、

６
月
５
日
雨
の
中
、
美
馬
市
渕
名

の
小
泉
靖
雄
さ
ん
（
72
）
を
訪
問

し
た
。
た
ま
た
ま
役
場
か
ら
栽
培

を
頼
ま
れ
て
四
国
ビ
エ
（
ヤ
ツ
マ

タ
）
の
種
が
届
い
て
い
た
。
出
た

と
こ
勝
負
で
質
問
を
受
け
た
が
、

四
国
ビ
エ
に
つ
い
て
は
東
ア
フ
リ

カ
と
三
好
市
東
祖
谷
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
事
を
徳
大
内
藤
准
教
授
か

ら
教
わ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
旨

を
解
説
し
た
。
６
月
22
日
、
午

前
午
後
の
２
回
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組

で
放
映
さ
れ
た
。

　
吉
野
川
市
川
島
町
で
「
日
本
料

理
和
亭
」
を
開
店
し
た
阿
部
和
剛

さ
ん(

34)

が
写
真
集
「
風
の
伝
え
」

を
出
版
、
５
月
31
日
徳
島
駅
前
・

阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
を
開

い
た
。
忌
部
研
究
の
林
博
章
先
生
、

　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
長
慶
会

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
の
出
水

　
　
　
　
　
　
　
　
康
生
先
生
が

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野
川
市
周

　
　
　
　
　
　
　
　
辺
の
歴
史
を

　
　
　
　
　
　
　
　
裏
付
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
、
素

　
　
　
　
　
　
　
　
晴
ら
し
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
来
栄
え
の
写

　
　
　
　
　
　
　
　
真
集
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。

ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

税 

収 

の 

推 

移

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

「
風
の
伝
え
」
出
版
会

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

吉
野
山
界
隈
を
巡
る

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

展示の彫刻

朴の花

日
珖
と
実
休
と
村
詮

普
平
山
妙
興
寺

バ
チ
カ
ン
訪
問
記
放
映

弟
、
74
歳
で
死
す

横田ご夫妻が奉献した歌碑

新幹線の「ＩＴＡＲＯ」

花弁が大ぶりで厚い御室桜

近
鉄
特
急
に
喫
煙
室

川
又
民
子
さ
ん
が
急
死

同集を出版した安曇さん

同席した和服の似合う美女たち

お
む
ろ

さ
ら

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

穴
吹
で
四
国
ビ
エ
撒
く

き
ん
ぶ
せ
ん

じ

ダ
イ
ゴ

ダ
イ
ゴ

や
す
ら
ぎ
て
い

金峯山寺の本堂(国宝)

近鉄特急の喫煙室

四国ビエの種まき(穴吹町渕名で)

｢風の伝え｣出版パーティー


